
竜巻の正体と身のまもり方

竜巻は、非常に発達した積乱雲によって発生する激しい

風の渦巻きです。多くの場合、竜巻は上から伸びる柱のよ

うな形の雲を伴います。竜巻によって、車が飛ばされたり、

家が破壊されることもあります。

竜巻とは説明

【ステップ１：竜巻とは】

竜巻が近づくサイン

下のような現象は、竜巻がすぐ近くに迫っているサインで

す。異変を感じたら、急いで頑丈な建物に避難しましょう。

・ ものやゴミなどが巻き上げられながら飛んでいる

・ 土煙が近づいてくる

・ 耳鳴りがする

・ 雲から下に伸びる「ろうと雲」が見える

・ ゴーッという音がする
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竜巻の正体と身のまもり方

１ 竜巻の発生分布と被害

【ステップ１：竜巻とは】

左の図は、1991年から2014年までに観測した竜巻の分

布図です。右の写真は、竜巻による被害の状況です。こ

れらを参考に、下の文章の（ ）内に適切な言葉を記入

してください。

竜巻などの激しい突風は、日本中で発生するおそれが （ ） 。

右の写真では、 （ ） が割れ、 建物の（ ）などが飛ば

されていることがわかる。建物の壁の穴は、飛ばされた木や建物の

破片などが当たったものである。このような突風の被害から身をまも

るためには （ ） へ避難することが大切である。
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竜巻の正体と身のまもり方

竜巻から身をまもる説明

【ステップ２：竜巻から身をまもる】

竜巻がすぐ近くにせまってきたことを感じたら、すぐに身を

守るための行動をとってください。頑丈な建物への避難が

第一ですが、下図のようなことにも気をつけましょう。

建物の中に入れない
時は物陰で小さくなる

雨戸やカーテン
を閉める

頑丈な建物の
中に避難

机の下などで小さく
なって頭を守る

1階の窓の
ない部屋へ

家の中では

屋外では

木や電柱
から離れる
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竜巻の正体と身のまもり方

家の中で竜巻から身をまもる方法は？２

【ステップ２：竜巻から身をまもる】

竜巻から身をまもるためには、頑丈な建物への避難が第

一ですが、家の中でも注意すべきことがあります。

考えられることを下の□の中に記入してください。

竜巻から身を守るために家の中で注意すべきこと
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竜巻の正体と身のまもり方

宮城県で発生した竜巻（平成25年９月16日）

平成25 年9 月16 日15 時頃、宮城県石巻市では竜巻

※によって、家や店の屋根が飛ばされるなどの被害が発

生しました。この日は、台風第18号が宮城県の近くにあっ

て、大気の状態が不安定になっていました。

※気象台が行った現地調査による推定です

石巻市広域消防署提供

石巻市広域消防署提供

９月１６日１５時

台風

大気の状態は不安定
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竜巻の正体と身のまもり方

宮城県で発生した竜巻（平成26年９月11日）

平成26年9月11日02時10分頃、宮城県東松島市では

竜巻※によって、木が倒れたり、枝がおれたり、プレハブ小

屋が横倒しになるなどの被害が発生しました。

この日は、上空の寒気の影響で、大気の状態が不安定

になっていました。石巻市では、観測史上最大となる1時

間に９１.0ミリの大雨が降った日でもあります。

※気象台が行った現地調査による推定です

上空の
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大気の状態は不安定

11日01時30分から02時30分の
１時間に降った雨量（単位：ミリ）
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